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すが、当時、通っていた大学でフォークロア（民俗学）、柳田國
男の流れをくんだ先生方が教えていて、民俗慣行を隅々まで
フィールドワークする先輩方がいらっしゃいました。またそ
の頃の文化人類学は家族や親族の研究といった社会構造につ

自らの当たり前を見直す
—文化人類学からの視点

text: AD STUDIES     photo: Mayumi Furuishi

出口 顯　島根大学名誉教授、放送大学島根学習センター所長

AIが日々言葉を習得するスピードは、私たちの想像をはるか
に超えている。巧みに言葉を操るAIの存在は、多くの人たちに
とって、自分が発する言葉に目を向けるきっかけとなった。
SNS上での「打ち言葉」やChatGPTに投げかけるプロンプト
など、デジタル上で扱う言葉は今後も増え続けていく。そのよ
うな流れの中で、これまで受け継がれてきた人間が用いる「こ
とば」はどう変わってくるのか。さらに、デジタルネットワー
クを介して瞬時に回答を得られる時代に、「自分のことば」と
は何か。文化人類学者にお話をおうかがいする。

自分とは何か　

— 出口先生は、「文化人類学は、異文化理解を通して自らの
当たり前を反省する学問」とおっしゃっています。専攻された
きっかけは何でしたか。
出口　島根から大学受験で上京した際、本屋めぐりをしてい
て、たまたま米山俊直先生の『文化人類学の考え方』という本
に出会ったのです。「こういう学問があるのか」と驚きました。
　当時高校生だった私は、「自分とは何か」という悩みを抱え
て、心理学にも興味を持っていたのですが、その本を読むこと
によって、「主体的に行動していると思っていた自分は、実は
周囲の物の見方や考え方に、かなり左右されている」というこ
とがわかってきたのです。
　入学した学部は比較文化学類で、比較文化を研究するのに
は文化人類学がよいのではないかと思いました。50年前頃で
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形と、江戸時代の安政の大地震の際、大量に刷られたナマズ絵
とのつながりを指摘していました。さらには、古代中国の造形
的なものとの関連など、時空を超えたつながりも指摘され、私
はとても刺激を受けました。本当につながっていたという歴
史的証拠はないのですが、全く異なる時代と場所で、とても似
ている文化的要素が見出されたのです。
　例えば、日本の有名なお話「因幡の白兎」の中では、白兎がワ
ニの背中に乗って海を渡ります。後年レヴィ＝ストロース氏
は著作『月の裏側』で、その原型はインドネシアにあり、形を変
えて日本に伝わったと指摘されました。さらに、北米先住民の
神話にも似たような話があることにも言及されています。
　荒唐無稽で首尾一貫していないように見える昔話や民話で
も比較分析していくと、これまでとは異なる論理的な整合性

いてのテーマが中心で、家族親族のフィールドワークは自分
にはちょっとハードルが高いな、と感じていたのですね。
　ただ、その頃、文化人類学者の山口昌男先生がメディアなど
を通して積極的に発言されていて、比較文化学類にも、「笑い
のパースペクティブ」という題で講演会に来られたのです。

— その講演会で、本格的に文化人類学への扉が開かれたの
ですか。
出口　かもしれません。山口先生のお話は大変面白く、ちょう
ど先生の著作『アフリカの神話的世界』を読んでいたときだっ
たので、「このような研究が文化人類学なら、ぜひやってみた
い」と思いました。その本の中に、トリックスター（いたずら
者）として、アフリカの野兎が出てくる昔話が登場するのです
が、「こういう物語でも、鮮やかに分析できるのだ」と驚いたこ
とをよく覚えています。
　それから学内の先生に、文化人類学者の小松和彦先生を紹
介していただきました。構造主義の考え方を用いて、日本の昔
話を研究されていた方です。その小松先生の本も読みながら、
アフリカの昔話の分析を行うことによって、私の文化人類学
研究はスタートしました。
　それまで私は「自分」というものにこだわってきたのですが、
それは、「現在自分がいる地点に、すごくこだわっている」とい
うことなのです。しかし、それを超えた、何か「広い世界」とい
うものが存在し、そこでは、それなりの秩序や論理的メカニズ
ムが働き、自分もその中のピースの一つであることが見えて

1968年の発行以来、文化人類学の入門
書として長年読まれている米山俊直著

『文化人類学の考え方』（講談社現代新
書）。フィールドワークを通じて、地域ご
との文化や社会の特質を深く理解しよう
とする姿勢を伝えた名著

文化人類学者山口昌男が、アフリカ各地
での実地調査をもとに、異なった地域の
原住民に伝わる神話を比較・分析し、神
話の「伝播」と「変身」、さらにその「構造」
を考察した『アフリカの神話的世界』（岩
波新書）

『神々の精神史』（法蔵館文庫）は、文化人類学
者小松和彦が民話や昔話、お伽草子、神話な
どを縦横無尽に構造分析した処女論文集。日
本文化の深層に踏み込み、柳田國男・折口信
夫以降の停滞する民俗学を鋭く批判した

フランスの人類学者、クロード・レヴィ＝
ストロースは現代思想を代表する「構造
主義」の祖。1975年に刊行した『仮面
の道』（ちくま学芸文庫）では、アメリカ
北西海岸の諸部族が伝承してきた「仮
面」をテーマに、そこに反映された神話
世界を分析した

きました。自分のこだわり
を超えた、もっと広い世界
や悠久の時間の中に自分を
置いてみることが、自分に
とって大きな発見だったの
です。

— その頃、日本の文化人
類学に大きな影響を与えた
レヴィ＝ストロース氏が初
来日されました。
出口　ちょうど、山口先生
たちの翻訳で『仮面の道』が
出版された頃です。レヴィ
＝ストロース氏は、北西ア
メリカの先住民の仮面の造
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が見出される。さらにそこに
論理的な変形という操作を導
入すると、別の昔話の誕生経
緯が見えてくる。そんな仕組
みが面白かったのです。
　具体的な文献や考古学的デ
ータがあるわけではないので
すが、物語が変形されて伝承
する経緯を追っていくと、まず、
パプアニューギニアから古代
中国、シベリアあたりから日本
列島に伝わってくる、という経
路が見えてきます。また別に、
ベーリング海峡を渡って、北ア
メリカのほうに伝わった、とい
う流れもある。
　そうすると、現代社会にお
いてグローバリゼーションと
いわれるものが、新石器時代

川田先生は、国際的にも著名な研究者ですが、その中で、西ア
フリカのモシ族の伝達手段である「太鼓言葉」についての調査
研究を報告されました。
　私もアフリカでフィールドワークをしたものの、そのよう
な面白い体験はなく、その後の自分の研究の中心は主に「文字
の読み書き」に基づくスタイルでした。そのような「自分から
分かちがたい」文字の読み書きという行為について、もう一度

出口先生がエチオピアでフィールドワークを行った際に撮影さ
れた、エチオピア南部の民族ディジの婚礼写真。花嫁（中央）は
頭の上にバターを載せている

同じくディジ族の写真。ビールを地面に注いで祈禱しているところ

出口先生の著作『声と文字の人類学』
（NHKブックス）は、古代ギリシャから中
世英国、近代日本、現代バリまで、「声よ
り先に文字がある」「文字記録が信頼さ
れない」事例を集め、字を書くことと「口
伝え」との境界面を探ることを通じて文
明の常識を問い直した

人類学者川田順造は1960年代から
70年代前半に西アフリカ・モシ族を現
地調査。太鼓言葉による王統譜や、昔
話・歌・ことわざなどの歴史伝承の研
究から、文字を必要としない社会のコ
ミュニケーションと文化を検証した

にもあったのではないか、と思えてくるのです。ある場所で誰
かがつくった話が、どんどん変形を繰り返して、全く別の場所
に伝わっているという、バタフライエフェクトが繰り返され
ていたのではないでしょうか。

アフリカの「無文字社会」と 
古代ギリシャ文化

— 出口先生は、2年前に『声と文字の人類学』を上梓されまし
た。文化人類学研究の中でも、特に声や文字に着目されたのは、
なぜでしょうか。
出口　文化人類学が長らく研究対象としてきたのは、アフリ
カや南米で見られた、固有の文字を持たない「無文字社会」で
す。文化人類学者はそのような地域を実際にフィールドワー
クし、その成果を、文字を用いた報告書で表します。その過程
において、当然、他の文化人類学者が記した文献も読まねばな
りません。
　そのように、研究活動の大半に、文字の読み書きが費やされ
ているものの、それについて文化人類学者たちは果たしてど
のくらい真剣に見つめ直しているのだろうか、とあるとき思
い至ったのです。
『口頭伝承論』という、川田順造先生の有名な著作があります。

心と世界を豊かにする「ことば」 Interview #03
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はありましたか。
出口　そのような思いを抱いていた30年前頃に、たまたま、ス
ウェーデンの古典学者ヤスペル・スヴェンブルー（Jesper 
Svenbro）の『Phrasikleia』という本に出会いました。副題は

「古代ギリシャの読書の人類学」です。現在翻訳はないのです
が、『読むことの歴史　ヨーロッパ読書史』の中でダイジェス
ト版は日本語で出版されています。神話に興味を持っていた
ので、大学生の頃、辻村誠三先生のギリシャ古典の授業をとっ
たこともありました。その授業では、毎週、英語の『The 
Greeks』というペーパーバックを10ページほど読んで要約す
るのですが、最初は7、8人いた生徒が、2回目から私一人にな

イア』の登場人物の一人に、テレマコスという、オデッセウス
の息子がいます。その名前は「遠くにいる人」という意味です。 
だからテレマコスという名前は、それを名付けられた男の子
に対する意味ではなく、彼の父親が遠くにいる、ということに
意味を持つとか、あまりに楽しくて読み終わるのが本当に惜
しかったです。この本をきっかけに、文字ということを考えて
みたいと、具体的に思うようになりました。

— その他に、古代ギリシャの文字について、興味深い事例は
ありましたか。
出口　ギリシャにおいて、音読が当たり前だったということ
ですね。プラトンの『パイドロス』の中に「私は青銅の乙女。ミ
ダスの墓の上で眠る……道行く人に私は告げるミダスここに
眠る」という墓碑銘が紹介されています。紀元前６世紀半ば、
青銅でつくられた乙女の碑は、墓碑銘そのものの「私」として、
道行 く 人 に 語 り 掛 け て い る の で す。こ れ に 似 た 例 を

『Phrasikleia』では紹介していて、人々がそれを声に出して読
むことによって、文字に生きる糧を与えることになるという、
今とは全く異なる文字の読み方があったことを、この本によ
って教えられました。また、故人と文字に関する他の事例とし
て、法や規範などの作成に関わった人が亡くなった際、その体
に法の文字を刻ませる、あるいは自分が作った法律が刻まれ
ていた石碑を自分の棺の傍らに埋めた、というエピソードも
ありました。法のつくり手とその文字が深くつながっていた
のですね。 

1988年、スウェーデンの詩人、古典文献
学者であるヤスペル・スヴェンブルーが
刊行した『Phrasikleia』。ギリシャにお
ける口承文化の始まりから黙読の発展ま
で、読書の意味と機能をたどった作品

今、私たちが発している言葉は、

周囲の人 と々のやりとりや、

これまで読んだ本など、

自分の歴史を背負っているのです

ってしまったのです（笑）。
でも先生と一対一の授業を
した経験は今でも忘れられ
ませんね。そうしたことも
あってギリシャ古典の研究
には関心がありましたから、
このスヴェンブルーの本を
たまたま学会の書籍販売で
目にしたので、手に取りま
した。
　さらに“名前”についての
分析も私の研究テーマに関
連していて面白かった。ホ
メロスの叙事詩『オデッセ

見つめ直してみたい、という思いが
湧き起こってきたのです。

— 研究を始める具体的なきっかけ
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身体に刻まれた文字

— 身体と文字とのつながりは面白いですね。
出口　文字を身体に記すことに関していうと、小泉八雲の『耳
なし芳一』が有名ですよね。「芳一」と呼びかける亡霊の深い声
に導かれて、芳一は夜ごと墓場に行って平家の滅亡を語る。そ
のような芳一を、和尚が心配してその身体にお経を書いた。た
だ、耳だけには書かなかった。亡霊がまたやってくると、お経
が書かれていない耳だけが見えていたので、それを引きちぎ
っていった。聴覚的な表現が多く用いられたこの物語で、身体
に文字を書くということは視覚と同時に触覚的なことにもつ
ながっている、そのことが鮮やかに示されているように思い
ました。

— 身体に文字を記す行為は、時空を超えて存在したのですね。
出口　カフカの『流刑地にて』という短編小説の中に、主人公
の調査旅行者が、流刑地での処刑に立ち合うシーンが登場し
ます。「機械」という自動処刑装置があり、受刑者の身体に罪状
がゆっくり刻み込まれ、それが終わったら罪人は死んでしま
います。そのシステムは古くて廃れてしまうのですが、この機
械を手放したくない案内の将校は、最終的に自分の身体に文
字を刻ませることにより、処刑機械が有効だということを示
そうとします。しかし、結局機械がうまく作動せず将校は死ん
でしまうという結末です。
　この例はフィクションですが、古代中国には、実際に自分の
罪を入れ墨のような形で皮膚にしみ込ませる「墨刑」というも
のがありました。またどれだけ史実通りかはわかりませんが、
韓国ドラマの時代劇にも、入れ墨が入った奴

ぬ
婢
ひ

が登場しますね。

— 文字と身体が分かちがたい事例は、どこか遠くの話のよ
うにも感じますが。
出口　意外に身近なところにありますよ。私たちが下敷きを
使ってノートに文字を書くときに、ボールペンなどが滑らな
いように工夫を要するので、それは身体的なものといえます。
特に習字は、身体的なものとの結び付きが強いですね。墨の匂
い、失敗すると墨が飛び散って、なかなか洗い流せない。また
机がデコボコだと、うまく書けない。きれいな字を書くための
筆先や筆の選び方も十分意識する必要があります。さらには、
和紙の手触り感も重要です。
『舟を編む』という有名な小説のテレビドラマの中で、辞書の

ページをめくる、「ぬめり感」という言葉が出ていました。それ
もとても大切です。紙の手触りによって読むスピードが変わ
り、読書への集中度合いも変わってきます。この話に関しては、
以前編集者の知り合いが、「紙のぬめり感といえば、自分にと
って一番印象に残る本は、新潮文庫の井上ひさしの『ブンとフ
ン』という小説だ」と言っていました。「あの手触りや感触、そ
れによって引き出される読み応えは最高だった」と（笑）。

デジタルツールが省いた 
「相手を思いやる時間」

— デジタルツールの登場によって、言葉を使う環境はどう
変わったのでしょうか。
出口　大きく変わったのは、待ち合わせの仕方ではないでし
ょうか。以前は相手との待ち合わせの時間に、交通トラブルな
どの理由で間に合わなくなったとしても、すぐに相手に知ら
せる手段がありませんでした。ですので、そのような事情も見
据えて、「何分待って来なかったら、伝言板にメッセージを残
して去る」「電話を取り次いでくれる喫茶店で待ち合わせる」な
ど、お互いに取り決めをしていました。
　また、手紙のやりとりも減りましたね。誰かに手紙を送った
場合、それが届くまで時間がかかります。手紙が届いて返事が
来るのを待つ時間は、相手と自分との関わりというものを見
つめ直す時間でもあったのです。

— 手紙のやりとりは、相手と自分との関わりの時間も含ま
れているのですね。
出口　アラン・ドロン主演の『太陽がいっぱい』という映画の
中で、主人公が友人を殺害し、友人になりすまして、彼の恋人
に「もう会えない」という別れの手紙を送る場面があります。
手紙の文章自体はタイピングで打ったものですが、最後のサ
インは、友人本人のものだと印象付けるために、主人公が友人
の筆跡をうまく真似して手で書いていました。でも、本当に親
しい人とのやりとりなら、本文も手書きの手紙を送りますよ
ね。署名で友人になりすまし、タイプライターで本文を書くこ
とで気持ちが離れたことを示して見せたのです。
　意中の人に手紙(ラブレター)を書くとき手紙で相手に印象
付けるために、どういう便箋がいいのか、縦書きがいいのか、横
書きがいいのかなど、当時人はいろいろと考えたものです。さ
らに、相手から返事が届くまでにも時間がかかるし、届かない
こともあり得るという、緊張関係もありました。

心と世界を豊かにする「ことば」 Interview #03
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ーズは、「書くという行為は、白紙にいきなり字を書くのでは
なく、それまでに考えたさまざまなものが頭の中にあり、その
思考中の文字を少しずつ消していき、その結果を紙に落とし
ている」と述べています。同様の行為を、AIが答えを探すとき
に行っているのではないでしょうか。AIの答えをコピペして
提出する学生は、AIが試行錯誤して削り落とした結果をその
まま写しているので、白紙のまま答えを出しているようなも
のといえます。

— 目的や状況に応じて正しいデジタルコミュニケーション
を選択できるといいのですが。
出口　学生同士のLINEでは、「了解」が「り」、「笑い」が「草」と
いった「打ち言葉」が頻繁に使われています。しかし教師もメ
ンバーに入ったグループLINEでは、学生も多少は丁寧な言葉
を使うでしょう。ですが、中には「目上の人に対してきちんと
した言葉遣いができなくて戸惑う」という旨をレポートで書

— 特別な人に想いを伝えたいときには、どうしていたので
しょうか。
出口　携帯電話がなかった時代、意中の人と連絡を取りたけ
れば、家の固定電話にかけるしかなかったのです。その場合、
たいてい相手の家族が出て、こちらはまず自己紹介をし、要件
を伝えて取り次いでもらいます。その際、相手の家族に良い印
象を持ってもらえなければ、交際を許してもらえない可能性
だってありました。「将を射んと欲すれば、まず馬から」じゃな
いですが（笑）、丁寧な言葉への配慮が必要でしたね。その緊張
感とドキドキは、現在ではなかなか味わうことができないの
ではないでしょうか。

— 当時は、言葉を伝える前に、考える時間を要しましたね。
出口　書くという行為を行う前にも、私たちは、無意識に多く
の時間を使っているのですよ。フランスの哲学者ジル・ドゥル

神話にまつわることば

　出口先生のご出身である島根県出雲
地域では、神話にちなんだ言葉が人々
の生活の中にあるという。それらの言葉
からは、古代と現代とのつながりを感じ
ることができる。

●国引き神話
『出雲国風土記』の冒頭に記されている
神話。八

や
束
つか

水
みず

臣
おみ

津
つ

野
ぬの

命
みこと

が出雲の国を大
きくするために、朝鮮半島や北陸から土

くにびき海岸道路沿いにある、くにびき海岸大橋。
橋の先は、くにびき夕日公園へと続いている
出所：島根県出雲市

くにびきメッセ外観。島根県松江市にある山陰地
方最大規模のコンベンション・産業振興施設

広島県と島根県をつなぐ奥出雲おろちループ。と
ぐろを巻いた八岐大蛇をイメージして建設された
出所：島根県奥出雲町

●八
ヤ
岐
マタノ
大
オロ チ
蛇伝説

『古事記』の出雲神話に登場する八岐
大蛇。美しい娘である奇

く
稲
しな

田
だ

姫
ひめ

を食べよ
うとしていた八岐大蛇は、1つの胴体に、
8つの頭と尾を持つ恐ろしい姿で、須

す
佐
さ

之
の

男
おの

命
みこと

によって退治される。島根のバス
ケットボールチームも、「島根スサノオマ
ジック」と命名されている。また奥出雲の
なだらかなループ状の道路は、「奥出雲
おろちループ」と名付けられている。

地を引き寄せてつなぎ合わせたという
話。引き綱が弓ヶ浜、杭となった山が佐

さ

比
ひ

賣
め

山
やま
（現在の三

さん
瓶
べ

山
さん

）や大
だい

山
せん

であると
されている。 
　島根県出雲市には、「くにびき海岸大
橋」「くにびき海岸道路」がつくられ、島
根県立産業交流会館は「くにびきメッセ」
と呼ばれている。昭和57年に島根県で
開催された国民体育大会は「くにびき国
体」と名付けられた。
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いてきた学生もいました。
　目上の人に対して正しい言葉遣いができなくなっている、と
いうことは、フォーマルなレポートを書く際にも困ってしま
っているということです。一方教師が学生に連絡を取ろうと
メールを送っても返事がこないことが多く、教師側が、学生が
ちゃんと読んでいることを確認できる既読が付くチャットを
つい使ってしまう、という実態もありますね。
　いずれ就活の時期になると、必要に迫られて、学生はフォー
マルな言葉を学んでいかざるを得ません。それが一種のイニ
シエーションだと考える文化人類学者もいるようです。

AI時代に求める「自分のことば」

— 丁寧な言葉遣いは、AIのほうが上手ということでしょうか。
出口　AIは丁寧な言葉を使うことができますが、現段階では、
まだ答え方が一般的で、個性がない印象を持ちますね。一方、
人が「自分らしさを言葉で表したい」と思ったときの「自分ら
しさ」とは、誰かとの関係性の中で決まってくるものです。相
手によって変化する個別特殊的なものですね。おそらく現在
のAIは、そこまでわかってはくれない。
　ですから、大切な人にメッセージを送りたいときに、それこ
そ場合によっては手書きの手紙を送ることが効果的かもしれ
ません。自分の個性も伝わるし、相手と自分との関係が特別な
ものであることを印象付けることもできる。実際にそのよう
な理由から、手書きを重視するようになった学生もいます。
　自分が関わった世界を表現したいという場合、短歌や俳句

に目を向ける人も少なくないでしょう。世間ではAIに短歌や
俳句に挑戦させている事例もあり、私も先日、AIに俳句をつく
ってもらいました。しかし「“冬の朝”という題で詠んで」、とAI
に頼んだら、単純に上五句に「冬の朝」と入れてきただけで、が
っかりしました（笑）。あまりにもつまらないので、次に、「“冬
の朝”という言葉を入れないで」、とお願いしたのですが、やっ
ぱり違和感がぬぐえない。それは自分の中で「こういう表現が
ふさわしい」という漠然としたイメージがどこかにあるから
です。だから、自分自身で違和感の正体を解き明かしていくこ
とが大切で、その部分はAIに頼れないのではないでしょうか。

— AIに伝えるには、自分の中のイメージを明確にしないと
いけないですからね。
出口　私たちは、言葉を誰かとの関わりの中で獲得してきま
した。今、発している言葉は、周囲の人々とのやりとりや、こ
れまで読んだ本など、自分の歴史を背負っているのです。現在
のAIは、そのような背景をそぎ落して文章を作成するので、文
章を受け取る側の人間は、その思い入れのなさが心にひっか
かっているかもしれないですね。
　思い入れ、という点でいえば、以前、私が書いた文章が入試
問題で出題され、「この傍線を引いたところで著者は何を言い
たいのか、最も近いと思われるものを選びなさい」という問い
がありました。しかし私でも、正解を選ぶのが難しかった（笑）。

「これが一番正解に近いかもしれない」という選択肢はありま
すが、自分としては、そのような言葉遣いをしたくないので、こ
ういう表現にしているのであって、それを無視してこれを正

1986年8月、出口先生がアフリカ大陸南部のザ
ンビア(高地トンガ)で行ったフィールドワーク中
の写真。占い師がほこらの前で踊っているとこ
ろで、このあとトランス状態に入ったという
撮影 飯塚明夫

同じくザンビアで撮影された写真。出口先生（右から2人目）が調査から
帰る際を切り取ったシーン。ホスト家族や小学校の生徒たちと共に
撮影 飯塚明夫

解にしてほしくないな、と思
ってしまいました。もちろん
問題作成者側は、私がその言
葉を選んだ背景を知らないわ
けですよね。そこにどうして
も違和感が生まれてしまいま
す（笑）。
　ですから、文章の制作者は、
言葉の背景にあるものを改め
て考え、AIの文章を修正して
いかなくてはならないかな、と
思っています。

— AIによって、自分のこと
ばで表現する大切さに気付い

心と世界を豊かにする「ことば」 Interview #03
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小泉八雲氏の民俗学的視点

　日本の妖怪話や文化を西洋に紹介し
たことで有名な小泉八雲（ラフカディオ・
ハーン）氏は、『古事記』を読んで、日本
文化に魅せられた。当時、西洋人による
日本への理解は、書物を通してのみであ
り、それに対し八雲氏は苦言を呈してい
る。その土地での体験を重要視する姿勢
は、民俗学的にも先駆的だったといえる
のではないか。とりわけ出雲神話に魅せ
られた八雲は、杵

き
築
づき

大社（出雲大社）を
何度も訪れている。それは、「神道の中心
地を見ることであり、古代信仰の脈拍を

縁結びの神様として名高く、神話のふるさと出雲
を象徴する出雲大社。御祭神は大国主大神で、
広く「だいこくさま」として慕われる

1894年、小泉八雲が上下巻で刊行した『知られぬ
日本の面影（Glimpses of unfamiliar Japan）』。
ハーン来日第1作の著書で、神話が息づく出雲地
方での出来事をいきいきと描写し、日本を世界に
伝える紀行文としてベストセラーとなった

肌身で感じ取ることである」と、記してい
る。（『知られぬ日本の面影』～杵築より）

ザンビアのあとに向かった
エチオピアにて、フィールド
ワークに向かう様子。ここ
で出口先生は、現地の人
びとの人間関係や、同じ名
前を多くの人が与えられて
いる状況について調査を
行った。赤いリュックが出
口先生
撮影 故福井勝義

た人も少なくないですよね。
出口　そうですね。多くの人がAIの文章を読んで「これに頼っ
てはいけないな」と考えるようになったと思います。もっと面
白く、違った表現を模索することが、自分の言葉を見つけてい
くきっかけになるのではないでしょうか。
　安易にAIの言葉を信じることも危ないです。私は韓国の時
代劇ドラマで、本を黙読しているシーンがどうしても引っか
かっていました。そこでAIに質問したところ、普通に「当時の

韓国では黙読をしていました」という返事がきました。しかし、
その時代の日本では音読が普通だったので、やっぱりおかし
いと思い、先日、韓国人の先生に質問したところ「当然、その時
代は音読ですよ」という返事がかえってきました（笑）。

無文字社会を突き詰める

— 今後はどのようなテーマを研究されるご予定ですか。
出口　文字を持たない社会でも「読む」ということはあるので
はないか、「読む以前の読む」ということを考えられたらと思
いますね。無文字社会の中には、話しながら手を動かして抽象
的なグラフィックを描く先住民社会がありますが、手を動かし
て「かく」(書く=描く)という点では文字と共通するグラフィ
ックな模様をどのように解釈するのか、どのように「読み解く」
のか。また例えば動物を殺してとり出した腸に見られる模様
や、投げた石が落ちてきた形などから、さまざまなことを占っ
ている社会があります。腸や石の「描く」模様をどう「読み解く
のか」、それを突き詰めてみたいと思います。以前、アフリカの
ザンビアという国で、占いのフィールドワークを行った際に、
占い師にいろいろと占ってもらったので、その調査に関連する
ことも含めて、文献を通して探究していきたいですね。


